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特定保健用食品と有望な健康食品成分の市場を調査 

－２００７年、特定保健用食品市場は３,６２３億円、前年比３.７％増の見込み－ 

 

総合マーケティングビジネスの㈱富士経済(東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 阿部 界 03-3664-5811)は、

特定保健用食品と有望な健康食品成分･コンセプト市場の調査を６～８月にかけて行った。その結果を調査報告書

「特定保健用食品＆有望成分市場 ２００７」にまとめた。 

健康食品市場は成熟期を迎えつつあり、素材の目新しさや話題性だけでは需要の確保することが難しくなってい

る。０６年は、アガリクス問題、大豆イソフラボンやコエンザイムＱ１０の摂取上限値問題などに見舞われ、広告

表現や商品名を巡っては規制強化の動きも見られた。一方で、メタボリックシンドロームの３要因（高脂血症、高

血圧、高血糖）への対応や医療費の節減をするために未病向け健康食品の活用を模索する動きが徐々に強まり、中

長期の需要が拡大する要因も見受けられる。 

健康食品の安全性が取り沙汰されている中で、安全性と健康効能を併せ持った食品・成分に人気が集まるのは自

然の流れともいえ、既存素材を新たな切り口で商品化して需要獲得を目指す動きが当分続くと見られる。 

 

＜調査結果の概要＞ 

０６年の特定保健用食品の市場は僅かに前年実績を上回って３,４９３億円となり、さらに０７年は３.７％、 

１３０億円拡大すると見込まれる。 

特定保健用食品の表示許可商品は１９９１年の制度発足以来着実に増加し、０７年６月末現在、許可商品数６８

９、承認商品数２の合計６９１となり、前年同月と比べ約１００増加した。 

 

１.特定保健用食品市場 

訴求効能 ２００６年 前年比 ２００７年見込 前年比 

整腸効果 １,７７４億円 ９４.１％ １,７８７億円  １００.７％ 

コレステロール改善 １２８億円 １０５.８％ １３４億円  １０４.７％ 

高血圧予防 ９５億円 ９５.７％ １５０億円  １５７.９％ 

ミネラル吸収 ８８億円 ９１.２％ ６５億円  ７３.９％ 

虫歯予防 ５８１億円 １０２.３％ ５８９億円  １０１.４％ 

血糖値改善 １４０億円 １１２.５％ １３９億円  ９９.３％ 

中性脂肪値改善 ６８８億円 １２４.１％ ７６０億円  １１０.５％ 

合  計 ３,４９３億円 １０１.３％ ３,６２３億円  １０３.７％ 

０６年、訴求効能では、中性脂肪値改善、血糖値改善、コレステロール改善や、整腸効果のうちオリゴ糖（前年

比１８.１％増）などが高い伸びを示した。特に中性脂肪値改善分野は、サントリー「黒烏龍茶」のヒットで、前

年比２４.１％と大幅に市場が拡大し、メタボリックシンドロームへの関心の高まりを裏付けた。また、コレステ

ロール改善のマヨネーズタイプ調味料が順調に成長して日常の食事シーンに定着しつつある。 

０７年には中性脂肪値改善分野では味の素ゼネラルフーヅのボトルコーヒー「ブレンディ香るブラック」、サン

トリー「黒烏龍茶」の躍進が見込まれ、高血圧予防の分野ではヤクルト本社「プレティオ」、サントリー「胡麻麦

茶」が売上を伸ばすと見込まれる。 

 

特定保健用食品の注目市場 

●中性脂肪値改善 （０７年６月末現在の許可商品数 ４１件） 

２００６年 ６８８億円  ２００７年見込 ７６０億円（前年比 １１０.５％） 

 花王が健康油「エコナ」で需要を拓き、今メタボリックシンドロームへの関心の高まりから市場が拡大している。

０３年には、花王「ヘルシア緑茶」が発売され、翌年、市場は６００億円に達した。その後“緑茶戦争”で売上は
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急激に減少し、市場も縮小に転じた。０６年は、サントリーがウーロン茶重合ポリフェノールを関与成分とした「黒

烏龍茶」をヒットさせて市場も再び増加に転じた。効果的メディアミックスの宣伝活動により商品認知・機能認知

が一気に高まっており、メタボリックシンドロームへの関心の高まりと相俟って、０７年は２００億円を超える売

上が見込まれる。０７年には味の素ゼネラルフーヅがボトルコーヒー「ブレンディ香るブラック」を発売して、更

に市場拡大が見込まれる。 

日清オイリオグループは中鎖脂肪酸を関与成分とした健康油「ヘルシーリセッタ」と、この商品を原料としたフ

ァットスプレッド「リセッタソフト」（業務用）を展開し、０７年は「ヘルシーリセッタ」のパッケージリニュー

アルとＷｅｂサイトの販促活動により更に売上拡大を狙っている。  

メタボリックシンドロームへの関心から中性脂肪値改善ニーズは今後も拡大が予測され、市場は順調な成長が見

込まれる。ただ、このドリンク類は非特定保健用食品を含め競合が激しいこと、調味料類は一般食品との価格差が

大きいことが安定した需要を確保する上でネックとなる。商品価値や機能を浸透させ、価格に見合う差別化が継続

的な利用を促すための課題である。 

 

●高血圧予防 （０７年６月末現在の許可商品数 ８５件） 

２００６年  ９５億円  ２００７年見込 １５０億円（前年比 １５７.９％） 

 競合が激化して０３年頃から減少し始めた市場は０５年に前年発売のヤクルト本社｢プレティオ｣により再び上

向いた。０７年はサントリー｢胡麻麦茶｣が｢黒烏龍茶｣に続いてこの市場でシェアを拡大する見込みで、ヤクルト本

社｢プレティオ｣も量販店チャネルの販売開始により実績増加が見込まれる。 

高血圧予防市場は、量販店に販売チャネルを拡大したヤクルト本社「プレティオ」の拡販とサントリー｢胡麻麦

茶｣の新商品効果による伸びと今後の競合推移による動向が注目される。 

 

●コレステロール改善 （０７年６月末現在の許可商品数 １０２件） 

２００６年 １２８億円  ２００７年見込 １３４億円（前年比 １０４.７％） 

０２年に味の素製油（現・Ｊ－オイルミルズ）「健康サララ」で、食用油のコレステロール摂取を気にする潜在

需要を顕在化させ、日清オイリオグループ「ヘルシーコレステ」、味の素「ピュアセレクト サラリア」、キユーピ

ー「ディフェ」などで勢いを増し、この市場は０５年には前年比５０％近く伸びて１２０億円を突破した。０６年

は、大豆イソフラボン摂取の上限値問題により豆乳類が苦戦したが、「健康サララ」や調味料類は概して順調に推

移し、市場トータルで伸び率は前年と比較して鈍化したが増加している。０６年、不二製油グループはヨーグルト

「豆乳で作ったヨーグルト」と豆乳「おいしさスッキリ調整豆乳」、「大豆農場の調製豆乳」（宅配専用）を展開し

て、コレステロール改善市場でシェアトップとなった。 

「健康サララ」は、天然成分使用と特定保健用食品であることが支持され順調に伸びている。味の素の調味料「ピ

ュアセレクト サラリア」は０６年に発売した小袋タイプが個食対応や携帯性に優れることから、新しい利用シー

ン提案に貢献して好調に伸びている。 

 需要開拓が一定レベルに達すると特定保健用食品というだけでは拡大を続けることが難しくなることも予期さ

れ、好調な推移の調味料類も、次なる価値を訴求する方法を用意することが必要な段階になりつつある。 

  

２.有望成分･コンセプト市場 

訴求効能   ２００６年 前年比 ２００７年見込  前年比 

野菜サプリメント ３１６億円 １２４.０％ ３７５億円  １１８.７％ 

ノニ ３１５億円 １０４.１％ ３２１億円  １０１.９％ 

コラーゲン ２６５億円 １６５.６％ ３１６億円  １１９.２％ 

ＤＨＡ １４２億円 １０１.４％ １５１億円  １０６.３％ 

植物性乳酸菌 １０９億円 ― ２１０億円  １９２.７％ 

白金ナノコロイド １５億円 ― ２６億円  １７３.３％ 

ブレンド雑穀 ７４億円 ― ９３億円  １２５.７％ 

有望成分としては上記の他、アスタキサンチン、ギャバ、グルコサミン、マカ、快眠訴求食品、食事型カロリー

調整食品を加えた１３品目を取り上げ、市場の現状と将来性について調査・分析を行った。 

０７年の市場規模が拡大すると見込まれる成分は、野菜サプリメントの３７５億円、ノニの３２１億円、コラー

ゲンの３１６億円などである。コエンザイムＱ１０のような目立った新規有望成分は登場していない。従来から存




